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地域に信頼され、親しまれる病院を目指して、みなさまと当院をつなぎ、
森に差し込む ” こもれび ” のような、ひとすじの光をお届けしたいと思います。

1. 早期診断、早期治療、早期リハビリテーションを医療の基
本指針とします。

2. 診療にあたっては、インフォームド・コンセントを基本に
して、患者中心の医療を展開します。

3. 早期退院と医療の継続を目的に病診連携、保健福祉の連
携など、地域につながるチーム医療を展開します。

4. 地域医療を支援する施設として、常に医療水準の向上に努
めます。

5. 経営基盤の確立に努め、協働、相互扶助、相互啓発を職場
の規範として活力ある病院づくりを進めます。
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当院は、禁煙ポリシーを定めて敷地内禁煙を開始しました。
みなさまのご理解ご協力をお願いします。

外来受診時間 午前８：４５～午前１１：００
受付時間外に受診される場合は、救急対応となります。
平成２６年４月７日より小児科再開しております。
※詳しくはホームページをご覧ください。

休 診 日 土・日・祝日
年末年始（１２月２９～１月３日）

〒855-0861　長崎県島原市下川尻町 7895 番地
TEL 0957-63-1145（代表）　内線 116　FAX 0957-63-6544

URL  http://www.shimabarabyoin.jp/

（広報委員会事務局：地域医療支援センター）
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４月１日から敷地内禁煙を開始しました！

当院の禁煙ポリシー
当院は、地域がん診療拠点病院の指定及び日本医療機能評価機構認定病院の認定を受けており、禁煙や受動喫

煙防止について、さらなるがん対策や良質な医療環境の積極的な提供が求められております。
また、喫煙により発病率が上がり、病状が悪化することは周知の事実でありますので、当院をご利用いただく

患者様が早期に健康回復いただけるように、医療を提供する当院職員が、積極的に健康増進を図り、患者様に良質
な医療を提供できるように、さらなる禁煙・受動喫煙防止対策が必要です。このため、2016 年 4 月から敷地内禁
煙を実施します。

この取り組みには、患者様、お見舞いの方、職員のみなさんをはじめ当院をご利用いただく方々のご理解とご
協力が必要となりますので、よろしくお願いします。
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●早期診断、早期治療、早期リハビリテーションを医療の基本指針とします。
●診療にあたっては、インフォームド・コンセント（納得診療）を基本にして、患者中心の医療を展
開します。
●早期退院と医療の継続を目的に、病診連携・保健・福祉の連携など、地域につながるチーム医療
を展開します。
●地域医療を支援する施設として、常に医療水準の向上に努めます。
●経営基盤の確立に努め、協働、相互扶助、相互啓発を職場の規範として、活力ある病院づくりを
進めます。

●個人の尊厳を守られる権利があります。
●公平で適切な医療を受ける権利があります。
●診療内容について、正確でわかりやすい説明を求め、真実を
知る権利があります。
●十分な説明を受けた後、自らの意志で検査・治療に同意し、
あるいは拒否する権利があります。
●個人情報を守られる権利があります。
●最善の医療を実現するために、自ら積極的に医療に参加す
る責任があります。

病院理念
「患者さん本人の立場に立った医療」

病院指針

患者さんの権利と責任

地域の皆様に信頼され、親しまれる島原病院を目指して努力してまいりますので、健康に関係す

る多くの方々のなお一層のお力添えを賜りますようよろしくお願いいたします。

長崎県島原病院　院長　徳永能治

島原病院　
新年度の取り組み　

平成28年度

長崎県島原病院 院長　徳永 能治

新年度病院目標

島原半島内の健康に関する諸機
関との連携を推進します。即ち、救急
車、かかりつけ医、市民からの要請を
スムーズに受け入れる態勢を進めま
す。また回復期病院はもちろん介護・
福祉施設との双方向の情報交換を
密にし、相互の役割分担や医療介護
連携を推進し、地域完結型医療体制
を目指します。

当院は昭和41年、「長崎県立島原温泉病院」として開設し、平成14年に「長崎県立島原病院」に名称

を改め新築し、平成21年4月、長崎県と島原半島3市を含む5市1町で構成する長崎県病院企業団に属

する「長崎県島原病院」と改め、この間、地域の中核病院として日々努力を重ねてまいりました。

本年度は、昨年度の創立50周年を経て、心機一転初心に帰り、以下のような１０の新年度病院目標

を掲げ、職員全員が一致団結して地域医療の向上に貢献いたします
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これまで外来のみの診療であった
泌尿器科が本年10月より常勤医1人
を迎え再開いたします。安定した泌
尿器科診療ができる体制つくりを進
めます

救急医療体制の充実を図るために
地域医療機関、救急隊との連携を強
化し、スムーズな救急受け入れ態勢
をめざします。

地域がん拠点病院は当病院の持つ
重要な機能であり、当院でできる多
くの高度医療技術の紹介に努め、ま
た緩和医療チーム体制の充実を図り
安心できるがん診療体制を推進いた
します。

高次脳卒中センターとして、脳卒
中患者の地域完結型医療体制のモデ
ル的連携体制を推進いたします。

恒例のがんと脳卒中に関する市民
公開講座を島原半島各地で継続実施
します。また健康フェスタ（当院主催
の健康に関する祭り）を実施し地域
に開かれた行事を行います。

医療機関相互のカルテ共有システ
ムである島原メディカルケアねっと
や当院ホームページ、情報誌、ラジ
オ、テレビなどのいろいろなメディ
アを使い病院内外の情報発信を推進
いたします。

カルテデータに基づく正確迅速な
診療情報分析を行うシステムを構築
し、安定した健全な病院経営を目指
します。

院内保育所運営を開始し、働きや
すい職場づくりに取り組みます

職員の業務、教育研修、接遇改善活
動を行い地域の中核病院として質の
高い人材育成、医療の提供を目指し
ます。



かわはら内科・胃腸科医院

梅津医院

連携医療機関のご紹介 これからの医療は役割分担と連携が大切！
いつもご協力いただいている地域の医療機関をご紹介します。

雲仙市国見町土黒甲439-1 ☎0957-78-5156
院長　梅津　克紀 先生

島原市坂上町7543-1 ☎0957-62-5413
院長　河原　郁夫 先生

❹ ❺

専門医に聞く

循環器内科 医長 内田 雄三

経皮的下肢血管形成術
について

Uchida Yuuzou

下肢の症状には、いろいろありますが、動
脈硬化によっても起こります。心臓を養う血管

（冠動脈）が動脈硬化により、粥腫（プラーク）が発
達すると、心臓に運ばれる血液が減ってしまい、
虚血（血液が足りなくなる）という現象によって
胸が痛くなる病気を狭心症や心筋梗塞と言いま
すが、それと同じ事が全身や下肢の血管でも起こ
ります。歩くとふくらはぎが痛くなり、数分休む
と良くなるという症状を、跛行（はこう）といいま
す。右に示します、「Fontaine（フォンテイン）分
類」のように進行
していきます。Ⅳ
度になると壊死
が進行し、下肢切
断や生命に関わ
る状態になりま
す（下肢切断術後
の死亡率は 50%
以上）。まさに「足
は 第 2 の 心 臓」
なのです。

検査は、ABI 
といって両手、両
足の血圧を測る
検査があります。
これによって、血
圧が下がってい
る箇所の動脈硬
化を見つけるの
です。その後、エコー検査や造影 CT、MRI 検査等
で実際の血管の状態を詳しく調べます。

治療について、内科的治療（薬物、血管内治
療）、外科的治療（バイパス術）および運動療法があり
ます。当院では内科的治療が可能であり、血管内治
療を行っています。「経皮的下肢血管形成術」といい、
カテーテルを用いた治療であり、心臓の血管（冠動
脈）の治療方法と同様であり、器具も発展してきま
した。実際の手順としては、カテーテルの先端から
ガイドワイヤを出して病変を通過させ、バルーンで
拡張、あるいはステントを留置し血流を改善させる
という流れです。

血管が広がればそれで治療は終わりではな
く、動脈硬化を進行させないようにする治療とし
て、糖尿病や高血圧、コレステロールを下げる治療、
潰瘍があれば創部の外科的な処置、および運動療法
を組み合わせて治療を進める事が重要です。

当院は、平成６年６月6日、国見町の旧役場（現雲仙市役所国見総合
支所）前に開院して22年が経ちます。当院では小手術及び高血圧症、
糖尿病、心肺疾患等の治療管理とともに各種悪性腫瘍（胃・大腸・肺・
乳房等）の早期発見、早期治療に貢献すべく職員一同、日々研鑽を積ん
でいます。開業以来、ずっと島原病院の先生方及びスタッフの皆様に
は昼夜を問わず対応して頂き、心より感謝申し上げます。また、毎月1 
回開催される島原・南高消化器・呼吸器研究会では多忙な診療の中、
貴重な症例報告と検討会及び様々な疾患の講義をして頂き非常にあ
り難く、内科・外科・放射線科・病理の先生方の御努力に対し深く感
謝致します。

さて、冒頭の四文字熟語「鬼手仏心」は外科医の理想像を表現し、多
くの外科医が目標、座右の銘としている言葉・概念ですが、「鬼手仏
心」を日々実践してこられた私の尊敬する松尾繁年先生が本年3月で
退官されました。先生の永年の御尽力と御功績に対し、深く感謝いた
しますとともに今後の益々の御活躍をお祈り申し上げます。

当院は平成14年8月に旧河原医院（外科）の前に、内科胃腸科として
開業致しました。内科一般、特に消化器系疾患を中心に診療、検査を行っ
ています。月曜から土曜まで毎日内視鏡検査を施行しており、年間上部

（胃カメラ）は約1,500件、下部（大腸）は約600件を行い、胃がん、大腸が
んの早期発見に力を注いでいます。また電子内視鏡の特殊光（NBI）も併
用し、早期の表在型食道がんも発見しています。ヘリカルCTも完備して
おり、なるべく自院で診断ができるように努力をしていますが、充分に
できないことも多々あり、島原病院の先生方のお力をお借りして安心し
て診療を進めさせて頂いています。

平素から内科を始め、島原病院の先生方、地域医療連携室やスタッフ
の方々には大変お世話になっています。ご多忙の中紹介患者様を丁寧に
診察して頂き、御親切な診療情報やアドバイスなど頭が下がる思いです。
特に時間外の対応など無理なお願いにも快く引き受けて下さり感謝し
ています。今後ともなにとぞよろしくお願い申し上げます。これからも
微力ながら地域医療に貢献できるように頑張っていきたいと思います。

“鬼手仏心”松尾繁年先生の退官に寄せて

「早期癌発見を目指して」

症例：８０代女性、１０ｍ歩行で間歇性跛行、左拇指
の潰瘍形成。左浅大腿動脈の完全閉塞（上図　 　）に
対し、ステント留置（下図　　）による血行再建を行
い跛行は消失し、潰瘍は治癒した。
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医事統計
数字で見る島原病院：救急診療（４月～３月）

医事係

月曜日～金曜日 ： （当日午後 5 時～翌日午前 9 時）
土曜日・日曜日・祝日・年末年始 ： （当日午前 9 時～翌日午前 9 時）
＊年末年始とは 12 月 29 日～ 1 月 3 日

当院は救急告示の二次救急病院です。救急輪番体制を周辺病院と協力の上で行っています。
救急診療体制 内科系 ： 奇数日（島原病院）
  偶数日（柴田長庚堂病院または泉川病院）
  31 日は泉川病院
 外科系 ： 毎日

7,000 

救急患者推移
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松尾 義孝脳神経外科
医長

（まつお　よしたか）

①長崎市

②佐世保総合病院

③ジョギング、サイクリング

④4年振りに赴任してま

いりました。改めてよろ

しくお願いいたします。

黒島 直樹
（くろしま　なおき）

①鹿児島市

②長崎記念病院

③散歩、写真

④見て、聞いて、話して、何が

患者さんにとって一番良い

事なのかを患者さん自身と

話し合って診療にあたって

いきたいと思います。よろ

しくお願いします。

大園 恵梨子医師
（おおぞの　えりこ）

①諫早市

②長崎医療センター

④4月より小児科医として勤

務します大園と申します。

少しでも子供たちとご家族

の役に立てるよう頑張りま

すので宜しくお願い致しま

す。

外科 医師

山口 峻
（やまぐち　しゅん）

①福岡県田川郡

②長崎大学病院

③読書

④宜しくお願い致します。

外科 医師

中島　聡
（なかしま　さとし）

①福岡県大野城市

②長崎県島原病院

③ゴルフ

④島原のお店で食べるサバの

お造りにハマっています。

よろしくお願いします。

内科 医師

小児科

H20救急患者状況

救急患者合計

入院

外来

入院

外来

入院

外来

時間内（9:00 ～ 17:30）

時間外

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
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826 
1,791 
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482 
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2,014 
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498 
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1,004 
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救急車利用
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 ● ● ● ● 　● ● ● ● …………………………………………………………2
・平成 28 年度　島原病院　新年度の取り組み
 長崎県島原病院 院長　徳永 能治 …………………………………………………3
・専門医に聞く
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・連携医療機関のご紹介
 かわはら内科・胃腸科医院/梅津医院 ……………………………………………5
・部門 Topics
 医事統計 ……………………………………………………………………………6
・新任医師紹介 ………………………………………………………………………7
・4月1日から敷地内禁煙を開始しました！ ………………………………………8

当院は、禁煙ポリシーを定めて敷地内禁煙を開始しました。
みなさまのご理解ご協力をお願いします。

外来受診時間 午前８：４５～午前１１：００
受付時間外に受診される場合は、救急対応となります。
平成２６年４月７日より小児科再開しております。
※詳しくはホームページをご覧ください。

休 診 日 土・日・祝日
年末年始（１２月２９～１月３日）

〒855-0861　長崎県島原市下川尻町 7895 番地
TEL 0957-63-1145（代表）　内線 116　FAX 0957-63-6544

URL  http://www.shimabarabyoin.jp/

（広報委員会事務局：地域医療支援センター）

発行／

４月１日から敷地内禁煙を開始しました！

当院の禁煙ポリシー
当院は、地域がん診療拠点病院の指定及び日本医療機能評価機構認定病院の認定を受けており、禁煙や受動喫

煙防止について、さらなるがん対策や良質な医療環境の積極的な提供が求められております。
また、喫煙により発病率が上がり、病状が悪化することは周知の事実でありますので、当院をご利用いただく

患者様が早期に健康回復いただけるように、医療を提供する当院職員が、積極的に健康増進を図り、患者様に良質
な医療を提供できるように、さらなる禁煙・受動喫煙防止対策が必要です。このため、2016 年 4 月から敷地内禁
煙を実施します。

この取り組みには、患者様、お見舞いの方、職員のみなさんをはじめ当院をご利用いただく方々のご理解とご
協力が必要となりますので、よろしくお願いします。

❽


